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１ 研究課題 

  愛されて育つ子ども 

 

２ 研究・研修の視点 

食は人間が生きていくうえで欠かすことのできないものであり、健全な食生活を日々実践し、おい

しく楽しく食べることで人は生きる喜びや楽しみを得て、健康で心豊かな暮らしを実現できる。 

2005 年６月に成立した食育基本法の前文では、「子どもたちが豊かな人間性をはぐくみ、生きる力

を身につけていくためには、何より「食」が重要である」、「食育を、生きる上での基本であって知育、

徳育及び体育の基礎となるべきものと位置付けるとともに、様々な経験を通じて「食」に関する知識

と「食」を選択する力を習得し、健全な食生活を実践することができる人間を育てること」と示して

おり、特に子どもに対する食育を重視している。 

しかし、現代の日本では、核家族化の進展、共働きの増加など食を取り巻く社会環境が大きく変化

し、多くの家庭が忙しい生活を送る中で生活スタイル等が多様化し、大切な親子のコミュニケーショ

ンの機会が減り、供食が減少、人生経験豊かなおじいちゃん・おばあちゃん等、異世代との関りが薄

れつつある。 

そのため、本来、世代から世代へと受け継がれていた食事の団欒の中で生まれるコミュニケーショ

ンやしつけ、マナー、いただいている生命や食事ができるまでに携わっている人々への感謝の心、地

域で育くまれてきた伝統的な味覚や食文化が見失われつつある。 

幼稚園で給食を中心に幼児の発達段階を踏まえた食育を展開するには、保育者はもとより給食関係

者など園の全職員、食に関わる多くの関係者、そして何より家庭・地域の連携および協働のもとで進

めていくことが重要である。 

幼児期に愛情に支えられた安全な環境の下で心と身体を十分に働かせて生活することによって、生

涯を通じて健康で安全な生活を営む基盤は培われていくものである。健康な幼児を育てることは、単

に身体を健康な状態に保つことを目指すことではなく、他者との信頼関係の下で情緒が安定し、一人

一人が伸び伸びと自分のやりたいことに向かって取り組むことができるようになることである。 

健康な心と身体を育てるためには、食育を通じた望ましい食習慣の形成が大切であることを踏まえ、

幼児の食生活の実情に配慮し、和やかな雰囲気の中で保育者や他の幼児と食べる喜びや楽しさを味わ

ったり、様々な食べ物への興味や関心をもったりするなどし、食の大切さに気付き、進んで食べよう

とする気持ちが育つように工夫し、研究を深めていく必要がある。 

 

３ 主な研究・研修の内容と計画 

 ☆ 家庭の食の情報を収集・共有して、家庭での食への関心を深めていけるよう連携をとる。 

 ☆ 行事食や栽培などを通して、食への興味が深まるようにする。 

 ☆ 保育者や友達と食べることを楽しみ、食べ物への興味や関心をもつ工夫をする。 

 

 【研究計画】 

  令和２年度 

   〇 食への興味や関心を深め、健康な心と身体を育むための保育者の働きかけについて研究する。 

第２分科会 

子どもの健康な心と身体を育む 

食育を考える 

問題提起園 田上幼稚園 

問題提起者 濱崎 安奈 
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  令和３年度 

〇 食への興味や関心を深め、᪂しい生活様ᘧを踏まえ子どもと共につくりฟす活ືのᅾり᪉に

ついて研究する。 

 

㸲 研究のᴫ要 

㸦１㸧研究・研修ࢸーマのとらえ᪉ 

   㸺 ⏣上幼稚園の食育 㸼 

 。食べることで幼児期に「食べることのできる感謝の気持ち」を身に付ける   

  イ 給食で幼児期に「つ๎ṇしい生活習慣」を身に付ける。 

 。自園でసる給食のⰋさ ࢘  

   ・ ෭たいものは෭たく、 かいものは かく食べられる。 

   ・ みんなྠじ⊩立で、楽しく食べてዲき᎘いがᨵၿされる。 

   ・ ಶ人ᕪにᛂじお代わりができ、ࣞルࢠーへの対ᛂができる。 

   ・ ᪪の食ᮦ、ῧ加物などᴟ力少ない、安心安全な食ᮦを⏝できる。 

 本園では開園௨来、食育に力をධれてきた。さらに、家庭と連携を取り、食への興味関心を深め

られるよう環境を工夫したり、㐟びを工夫したりし、保育者の働きかけについて㏣及していきたい。 

 

㸦２㸧研究内容 

  ・ 食育の年間計画㸦ྛ年㱋ู㸧をస成し、実践、ᨵၿしていく。 

・ 行事食や栽培などの体験を通して、食への興味が深まるよう保育者のኌけや、ຓの᪉を

⪃える。 

  ・ 家庭との連携を取り、食に対するල体的な働きかけによる幼児の成㛗や心のືきを⪃える。 

       

㸦３㸧実践Ϩ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食育ᩍᮦ ͐ 㸳月からጞまる給食のᑟධとして、食育ᩍᮦをって子どもたちに食べ物への興味を持たせる。 

苦⼿な野菜を克服 
できるよう声掛け 

各クラスに掲⽰ 

 野菜のパペット  

３つの⾊の⾷べ物列⾞  

カレー作りのエプロンシアター  苦⼿な野菜を克服 

できるよう声掛け 



− 15 −

ܱ
ោ

̊
î

 

  㸳
ṓ
ඣ
ᖺ
㛫
食
育
ィ
⏬

  
ᖺ
㛗
⤌
㸦

ࡁ
ࡃ
ࠊ
ࣂ
ࣥ
ࣈ
࣮
㸧

 ཧ
↷

ڧ
ڧ
ڧ
 

ࡡ
ࡽ
࠸

 
ᐙ
ᗞ
と
の

㐃
ᦠ

 

㸨
⮬
分
ࡓ
ࡕ
࡛
食

の
ሙ
を
ᩚ
え
ࠊ
࣐
ࢼ
࣮
を
Ᏺ
ࡾ
食

を
ᴦ

ࡋ
ࡳ
ྜ
࠺
心
ᆅ
ࡼ
ࡉ
を
ឤ
ࡌ
る
ࠋ
 

㸨
食

の

ษ
ࡉ
ࡀ
ࢃ

ࡾ
ࠊ
ࣂ
ࣛ
ࣥ
ࢫ
ࡼ
ࡃ
食

る
ࠋ
 

 

㸨
ᙜ
␒
ά
ື
の
ᵝ
子
を
ఏ
え
ࠊ
ᐙ
ᗞ

࡛
も
ᐙ
᪘
の
୍
ဨ
と
ࡋ
࡚
㈐
௵
࠶
る


を
௵
ࡏ
る
ࡁ
ࡗ

ࡅ
࡙
ࡃ
ࡾ
と
ࡍ
る
ࠋ
 

ᮇ
 

㸯
ᮇ
㹙
㸲

᭶
࣭
㸳

᭶
㹛

 
２
ᮇ
㹙
㸴

᭶
㹼
㸶

᭶
㹛

 
㸱

ᮇ
㹙
㸷

᭶
㹼
㸯

２
᭶
㹛

 
㸲
ᮇ
㹙
㸯

᭶
㹼
㸱

᭶
㹛

 

子
ど
も
の

ጼ
 

ە
 

と
ࢇ
ど
の
子
ࡀ
⠂
を
ṇ
ࡋ
ࡃ

࠸
ࠊ
ࡇ
ࡰ
ࡉ
ࡎ


食

る
ࠋ
 

ە
 

ࡔ
ࡕ
と
ኌ
を

ࡅ
ྜ
࠸
な
ࡀ
ࡽ
ࠊ
㐍

ࢇ
࡛
⤥
食

ᙜ
␒
ά
ື
を
ࡋ
࡚
࠸
る
ࠋ
 

ە
 㐍

ࢇ
࡛
Ỉ
分
⿵
⤥
を
ࡋ
࡚
࠸
る
ࠋ
 

ە
ࣉ 

ࣛ
ࣥ
ࢱ
࣮
ࡸ
⏿
の
㔝

⳯
の
ኚ

を
ほ
ᐹ
ࡋ
ࠊ

✭

を
ᴦ
ࡋ
ࡳ

ࡋ
࡚
࠸
る
ࠋ
 

ە
 食


๓
ᚋ
の
ᡭ
Ὑ
࠸
ࡸ

࠺
ࡀ
࠸
ࠊ
ṑ
ࡳ
ࡀ
ࡁ
を
⡆
༢


῭
ࡲ
ࡏ
ࡼ
࠺
と
ࡍ
る
ጼ
ࡀ

࠶
る
ࠋ
 

 

ە
 ୕

Ⰽ
食
ရ
⩌
の
分
㢮
を
ព
㆑
ࡋ
な
ࡀ
ࡽ
ࠊ
ⱞ
ᡭ
な
も

の
も
⮬
分
な

ࡾ

食

る
ࡼ
࠺

ㄪ
ᩚ
ࡋ
࡚
࠸
る
ࠋ
 

ە
 
⤥

食
ᙜ

␒
の

ὶ
ࢀ

ࡸ
食


の

࣐
ࢼ

࣮
ࡀ

ࢃ


ࡗ
࡚

࠸
る
ࡀ
ࠊ
と

ࡁ
ど
ࡁ
ᴦ
ࡋ
ࡉ
を
ඃ
ඛ
ࡋ
ࠊ

ࢀ
࡚
࠸
る

ࡇ
と
ࡀ
࠶
る

ࠋ
 

ە
 ⮬

分
ࡸ

ࡔ
ࡕ
の
食

ࡽ
ࢀ
る
分
㔞
ࡀ

ࢃ

ࡾ
ࠊ
ⱞ

ᡭ
な

も
の

を
食


ࡼ

࠺
と

ࡀ
ࢇ

ࡤ
る

ጼ
を

ບ
ࡲ

ࡋ
ࡓ

ࡾ
ࠊ
࠾
࠸
ࡋ
ࡉ
を
ఏ
え
ಁ
ࡋ
ࡓ
ࡾ
ࡍ
る
ጼ
ࡀ

ぢ
ࡽ
ࢀ
る
 ࠋ

ە
 ᑠ

Ꮫ
ᰯ

の
ᮇ
ᚅ
を
ᣢ
ࡕ
ࠊ
┠
ᶆ

㛫

を
Ỵ
ࡵ
な
ࡀ

ࡽ
⤥
食
を
食

ࡼ
࠺
と
ࡍ
る
ࠋ
 

ෆ
ᐜ

 
ە
 ୕

ゅ
食

ࠊ
⠂
の
ᣢ
ࡕ
᪉
ࠊ
食

࣐
ࢼ

࣮
を
ព
㆑

ࡍ
る
ࠋ
 

ە
 
ᙺ


を

分
ᢸ

ࡋ
な

ࡀ
ࡽ

ࢫ
࣒

࣮
ࢬ


ᙜ

␒
ά

ື

を
㐍
ࡵ
る
ࠋ
 

ە
 㔝

⳯
の
ⱑ
を
᳜
え
ࠊ
ኚ

ࡸ
Ⓨ
ぢ
を
ಖ

育
者
ࡸ


㐩
と
ඹ
᭷
ࡍ
る
ࠋ
 

ە
 ᖺ

ୗ
の
ࢡ
ࣛ
ࢫ
の
㓄
⮃
を
ᡭ
ఏ
࠸
ࠊ
ே

の
ᙺ

❧

ࡘ
႐
ࡧ
を
ឤ
ࡌ
る
ࠋ
 

 

ە
 ⮬

分
ࡓ
ࡕ
࡛
᱂
ᇵ
ࡋ
ࠊ

✭
ࡍ
る
ࡇ
と
を
ᴦ
ࡋ
む
ࠋ

ە
 ᡭ

Ὑ
࠸
ࡸ
ṑ
ࡳ
ࡀ
ࡁ
の


ษ
ࡉ
を
⪺
ࡁ
ࠊ
ព
㆑
ࡋ
࡚


ᑀ

⾜
࠾
࠺
と
ࡍ
る
ࠋ
 

ە
 ⋢

ࢿ
ࢠ
ᇼ
ࡾ

ฟ

ࡅ
ࠊ
⏿
࡛
㔝
⳯
を

✭
ࡍ
る
ᴦ

ࡋ
ࡉ
を

ࢃ
࠺
ࠋ
 

ە
 食

ᮦ
ࡈ
と
の
ᰤ
㣴
の
ࡣ
ࡓ
ࡽ
ࡁ

ࡘ
࠸
࡚
▱
る
ࠋ
 

ە
 

ࣔ
᥀
ࡾ
を
体
㦂
ࡋ
ࠊ

✭
の
႐
ࡧ
を

ࢃ
࠺
ࠋ
 

ە
 
食


る

ࡇ
と

ࡣ


を
࠸

ࡓ
ࡔ

ࡃ
ࡇ

と
࡛

࠶
る

ࡇ
と

ࡸ
ࠊ
食

ᦠ

ࢃ
る
ே
ࠎ
の
Ꮡ
ᅾ

Ẽ
࡙
ࡁ
ࠊ
ឤ
ㅰ
の
Ẽ

ᣢ
ࡕ
を
ᣢ
ࡘ

ࠋ
 

ە
 
㙾

も
ࡕ

ࡀ
ど

の
ࡼ

࠺


ࡋ
࡚

ฟ
᮶

上
ࡀ

る
の


を

▱
ࡾ
ࠊ
ఏ
⤫

ⓗ
な
⾜


⯆

を
ᣢ
ࡘ
ࠋ
�も

ࡕ
ࡘ
ࡁ
�

ە
 園

࡛
の
⤥
食
を

ࡾ
㏉
る
ࠋ
 

ە
 㙾

㛤
ࡁ
の
⾜

࡛
ࡐ
ࢇ
ࡊ
࠸
を
食

ࠊ
ఏ
⤫
ⓗ
な
食


を

ࢃ
࠺
ࠋ
㸦
㙾
㛤
ࡁ
㸧
 

⎔
ቃ
ᵓ
ᡂ

と
ಖ
育
者

の
㓄
៖

 

ە
 
ᖺ

㛗
ඣ

と
ࡋ

࡚
ᡭ

ᮏ
と

な
ࡗ

࡚
食


を

ࡋ
ࡼ

࠺

と
ᙇ
ࡾ
ࡁ
る
ጼ
を
ཷ
ࡅ
Ṇ
ࡵ
࡚
࠸
ࡃ
ࠋ
 

ە
 
⮬

分
の

ࢢ
ࣝ

࣮
ࣉ

の
ᙜ

␒
ά

ື
を

┠
࡛

ぢ
࡚

☜

ㄆ
࡛
ࡁ
る
ࡼ
࠺

ᙜ
␒
⾲
を
ᥖ
♧
ࡍ
る
ࠋ

 

ە
 
ኟ

の
㔝

⳯
᱂

ᇵ


ࡘ
࠸

࡚
⯆


ࡀ

ᣢ
࡚

る
ࡼ

࠺


᱂
ᇵ
の

᪉
ࡸ
㔝
⳯

ࡘ
࠸
࡚
ヰ
を
ࡍ

る
ࠋ
 

ە
 

ࢡ
ࣛ
ࢫ
の
㓄
⮃
を
ᡭ
ఏ
࠺
ࡇ
と
࡛
ࠊ
ᖺ
ୗ
の
幼

ඣ
の

ୡ
ヰ

⯆


を
ᣢ
ࡕ
ࠊ
࠸

ࡓ
ࢃ
る
ጼ

を
ཷ
ࡅ
Ṇ

ࡵ
࡚
࠸
ࡃ
ࠋ
 

 

ە
 ୕

Ⰽ
食
ရ
⩌
分
㢮
⾲
を

ᥖ
♧
ࡋ
ࠊ
ࣂ
ࣛ
ࣥ
ࢫ
ࡼ
ࡃ
ᦤ

る
ࡇ
と
ࡣ
体
の
ㄪ
子
を
ࡼ
ࡃ

ࡍ
る
ࡇ
と
を
ఏ
え
ࠊ
ᬬ
ࡉ


㈇
ࡅ
な
࠸
࡛
食

る
Ẽ
ᣢ

ࡕ

ࡘ
な
ࡆ
る
ࠋ
 

ە
 


ṑ


な
ࡾ


ࡃ

࠸
食

ရ
の

ヰ
を

⤮
ᮏ

ࡸ
⣬

Ⱚ
ᒃ

な
ど
࡛
ఏ
え
ࠊ
㛵
心
を
ᣢ
࡚

る
ࡼ
࠺

ࡍ
る
ࠋ
 

ە
 も

ࡕ
ࡘ
ࡁ
ࡸ
ࠊ
も
ࡕ
を

ࡃ
ࡇ
ࡡ
る
体
㦂
を
ࡋ
࡚
ឤ

ࡌ
ࡓ
ࡇ
と
を
ඹ

᭷
ࡋ
な
ࡀ
ࡽ
ࠊ
ఏ
⤫
ⓗ
な
⾜


の
㛵

心
ࡀ
㧗
ࡲ
る
ࡼ

࠺

ࡍ
る
ࠋ
 

ە
 

ປ
ឤ
ㅰ
の
ព

を
ఏ
え
ࠊ
食
ᮦ
ࡀ
⤥
食
と
ࡋ
࡚
ฟ

る
ࡲ
࡛
の
㐣
⛬

を
୍
⥴

考
え
ࠊ
ឤ
ㅰ
の
Ẽ
ᣢ
ࡕ
を
ᣢ

࡚
る
ࡼ
࠺

ࡍ

る
ࠋ
 

ە
ࣜ
ࢡ
࢚
ࢫ
ࢺ
⤥
食
を
考
え
ࠊ
食
を
ᴦ
ࡋ
ࡃ


ࡾ
㏉
る
 ࠋ

ە
 㙾

㛤
ࡁ
の
⾜

の
ព

を
ఏ
え
ࠊ
ࡐ
ࢇ
ࡊ

࠸
を
୍
ཱྀ

࡛
も
食

る
ࡇ
と
ࡀ
࡛
ࡁ
る
ࡼ
࠺

ぢ
Ᏺ
る

ࠋ
 

�㙾
㛤
ࡁ
㸧
 

ߨ
ࣆ

⾷
ɼ

⾷
ࡒ

ͳ
ࡁ

ക
に

つ
͏

ͱ
 

ە
 Ꮨ

⠇
ࡈ
と
の
㔝
⳯
を
▱
ࡾ
ࠊ
᱂
ᇵ

の

⯆

を
῝

ࡵ
る
ࠋ
 

 

ە
ࢫ 


࢝

ࡾ
を
ࡋ
࡚
Ꮨ
⠇
ឤ
を

ࢃ
࠺
ࠋ
 

࠾�
Ἡ
ࡾ
ಖ
育
�

ە
 

✭
ࡋ
ࡓ
㔝
⳯
を

ࢃ
࠺
ࠋ
 

ە
 も

ࡕ
を

ࡃ
ࡇ
ࡡ
る
体
㦂
を
ࡋ
ࠊ
స
る
ᴦ
ࡋ
ࡉ
ࡸ
㞴

ࡋ
ࡉ
ࠊ

ᡂ
ࡋ

ࡓ
႐
ࡧ
を
ᐇ
ឤ
ࡍ
る
ࠋ
 

ە
 
ࣁ

ࣟ
࢘


ࣥ

ࡈ
ࡗ

ࡇ
࡛

௬


ࡋ


ඣ
と

の


ὶ
を

ᴦ
ࡋ
む
ࠋ
ࣁ�

ࣟ
࢘

ࣥ
� 

ە
ࢡ 

ࣜ
ࢫ
࣐
ࢫ
会
食
࡛
ࠊ
会
食
の
㓄
⮃
を
ࡋ
ࠊ
␗
ᖺ
㱋

ඣ

႐
ࡤ
ࢀ
る

ࡇ
と
࡛
ࠊ
ே
の
ᙺ

❧
ࡘ
႐
ࡧ
を
ឤ
ࡌ

る
ࠋ
ࢡ�

ࣜ
ࢫ
࣐
ࢫ
会
� 

 

ە
ࡦ 

な
⚍
ࡾ
࡛
ࡕ
ࡽ
ࡋ
ᑑ
ྖ
を
食

る
ព


を
▱
ࡾ
ࠊ

ࡦ
な
㣭
ࡾ

ࡘ
࠸
࡚
も
⯆

を
ᣢ
ࡘ
ࠋ
㸦
ࡦ

な
⚍
ࡾ
㸧
 

ە
 ⠇

分
の
ព

を
▱
ࡾ
ࠊ
㇋
ࡲ
ࡁ
を
ᴦ
ࡋ

む
ࠋ
�⠇

分
� 



− 16 −

実践Ϫ 

 行 事 食 

 ・ 行事のព味をᏛびながら食事を楽しめるように工夫する 

月 行事 ࣓ニュー 活ືの様子  

６月 㔝⳯の収✭ きࡹうりのおかかあえ 㸲月中᪪に㔝⳯のⱑ᳜えをして㔝⳯の

生㛗を楽しむ。 

収✭した㔝⳯をࣛࢡスࡈとに給食ᐊで

ㄪ⌮してもらいヨ食。 

 

�0 月 ࢘ࣟࣁン ࣃン࢟ࣉンスーࣛࢡྛ ࣉスᡭసりの⾰を╔てࢤー࣒や

 。ンスを楽しむࢲ

 

 

�2 月 ࣜࢡスマス会 ࢳࣉケー࢟ 

 

ࢺンࢮࣞࣉスマス会ᚋ、ᡭసりのࣜࢡ

を持ってくじをᘬいた他のࣛࢡスに⛣

ᚋ会ࢺンࢮࣞࣉをしたり࣒ーࢤ、ື

食 

ͤ�年少・中・㛗�ࣛࢡスをゎ体してὶ 

 

もちつき 㣭りもち おṇ月ならではのもちつきを体験する

ことにより、おṇ月を㏄える期ᚅともち

をまるめて㣭りをసる楽しみを知る。 

ͤ ௨前は㞧↻といももちを食べていた

が、現ᅾは安全・⾨生㠃を⪃慮してヨ食

は行っていない。 

 

そばうち  ᕼ望者のみそば⢊からこࡡてそばをస

りヨ食 

園㛗がసり᪉の指ᑟ 

 

１月 㙾びらき ࡐんࡊい 
�もちはධっていない�

 

 。いを食べて一年の健康を㢪うࡊんࡐ

ͤ ௨前はᑠさなもちがධっていたが、

安全㠃を⪃慮して現ᅾはධっていな

い。 

 

２月 ⠇分 大㇋の目↻ ・ 㨣の㠃をసり㇋まきをする。 

・ 大㇋はやわらかく↻てあり、ㄗᄟを㜵

ぐ 

ͤ ௨前は大㇋のᑠ⿄をฟしていたが、

現ᅾはㄗᄟを⪃慮しฟしていない。 

 

３月 ࡦな⚍り ࡦなあられ ・ ࡦな人形の〇స 

なあࡦな⚍りのヰを⪺いて給食でࡦ ・

られを食べる。 

 

 

おูれ会食  ・ 年㛗の༞園を⚃い、おูれ会ᚋࣞࣉ

をΏし、一緒にὶし食事を楽ࢺンࢮ

しむ。 

体育㤋でࣂイ࢟ンࢢ形ᘧ 

�年はコࣟナ࢘ルスண㜵のⅭ、ࣛࢡ

スで会食� 
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実践ϫ 

 

 

      ・・・�0月㸦年は �0 月 2� 日実㸧 

         年㛗組の園እ保育の日を⏝して、給食ヨ食会を行う。㸦37$ ᇳ行㒊の画㸧 

         子どもたちがᬑ段食べている給食を味わってもらい、食ᮦのこだわりや工夫して

いる事について知ってもらい、家での食事సりのࣄンࢺを得る機会となる。 

 

         ・・・ ẖ日の⊩立⾲を見て給食⊩立の本と↷らしྜわせて、その日の࣓ニュー

と食ᮦを知る。家庭のኤ食と重ならないよう配慮してもらう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

ධ園・進⣭㸦㸲月㸧家庭にㄪᰝ⾲をᥦฟしてもらい、ಶ々の子どもの食事状態、ࣞルࢠー等を

☜ㄆする。      

〇 とんどの子どもがᮅ食を 20 分㹼�0 分かけてしっかり食べている。㸦食べないことが多い子 �5�

人中３人㸧 

〇 ኤ食は �0分㹼�0 分かけて食べている。㸦１間௨上かけて食べる子 �5� 人中 �人㸧 

〇 食事が進まないは、親が食べさせる家庭が多い。 

〇 大きい⫗がჶみ切れない、㣧み㎸めない、᪩食いが目立つ等のᝎみもあった。 

 

園での㔝⳯のᥦ供は、⾨生上の⌮⏤からとんど加⇕してᥦ供している。ᅇは生

のࢺマࢺをᥦ供したが、とんどの子が食㸦大ࢺマࢺの ��� 㸧ⱞᡭな子も一ࢺࢵ࢝

ཱྀは食べた。 

 

りんࡈ・・・・・年少組௨上は⓶付きのりんࡈをᥦ供、⓶ࡈと食べる。 

年少組Ѝ１Ꮫ期は⓶がついていることにᢠがあり⓶だけṧしていたが、３Ꮫ期

にはとんどの子が食べられるようになる。 

        年少組௨上は食ᮦはできるだけ大きめにして、ཱྀやṑの発達を大切にしている。 

        前ṑでჶみ切る、ዟṑですりつࡪす、ᄮ力をつける⦎習をしている。 

 

いりこ・・・・・࢝ルシ࣒࢘㊊をゎᾘするために「いりこ」を給食にẖ日食べている。 

          ᪂㩭な「いりこ」を取りᐤせ、園で３間かけて↦っている。 

 

保ㆤ者との連携 

ヨ食会 

給食⊩立の本 

食事状ἣㄪᰝ⾲ 

食ᮦの工夫 

㸦全園児に配ᕸ㸧 
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⣭
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ࣉ
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⠂
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実践ϭ�㸦１㸧            おᗑᒇさんࡈっこ         㸦令和 2年 2月 2� 日㸧 

㸦ࢸーマ㸧       「㟷ᯝᕷሙってどんなとこࢁかな㸽」 

対㇟児 
年中組㸦�� ྡ㸧 

年少組㸦55 ྡ㸧 計１㸮㸲ྡ 
 らいࡡ

〇 様々な㔝⳯やᯝ物に興味を持ち、関心を

㧗める。 

〇 おᗑᒇさんࡈっこへの期ᚅやពḧを㧗

める。 

幼児の実態 

〇 㔝⳯に対してⱞᡭព識がᙉく、ṧしたり減㔞したりするጼが見られる。 

〇 ᗑ員さんの┿ఝをして、ࡈっこ㐟びを楽しむጼが見られる。 

〇 おᗑᒇさんࡈっこを楽しみにしている。 

活ືのὶれ 幼児の活ື・発ゝ 保育者のຓ 

〇 㟷ᯝᕷሙについてᫎീ

を見ながら、ヰを⪺く。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 ➇りについてヰを⪺

く。 

 

 

 

 

〇 㚝をゐったり、㬆らし

たりする。 

 

 

 

〇 ➇りࡈっこ 

〇 㟷ᯝᕷሙについて、ᫎീを見ながらᛮ㆟に

ᛮったこと、知っていることなどヰをする。 

「このお㔝⳯、見たことあるよ㸟」�年中・少児�

「〇〇っていうᯝ物だよࡡ。」�年中・少児� 

「このお㔝⳯は少しⱞいよ。」�年中児� 

「このᯝ物はすっࡥいよࡡ。」�年少児� 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 ➇りにわれるࢧインをᩍえてもらい、ࢧイ

ンを┿ఝしたり、友達ྠኈで見せྜったりす

る。 

「２本指だから２༓だ㸟」�年中児� 

「�00 はどうするのかな㸽」�年少児� 

 

〇 ➇りにわれる㚝を持ってみたり、㬆らして

みたりする。 

「大きいࡡ、重たいࡡ。」�年中児� 

「どうやったら㬆るのかな㸽」�年中児� 

 

〇 ➇りを┿ఝし、ࡈっこ㐟びを楽しむ。 

「いらっしゃい、いらっしゃーい。」�年中児� 

「おいしいお㔝⳯ですよ。」�年中児� 

「いくらで㈙いますか㸽」�年中児� 

「２༓㸟㸳༓㸟」�年中児� 

「ありがとうࡊࡈいます。」�年中児� 

 

〇 子どもたちが⌮ゎしやす

いゝⴥに変え分かりやすく

ㄝ᫂したり、ᫎീを見なが

ら、保育者が大きなࣜࢡ

ションをとることで、興味・

関心が㧗まるようにする。

〇 㔝⳯やᯝ物の特ᚩやヰを

したりしながら㔝⳯やᯝ物

の知識を㧗められるように

する。 

〇 食の大切さや、生⏘者へ

の感謝の気持ちに気付ける

ようにする。 

 

〇 年中児はᩘやお㔠に興味

を持ち、お㔠のやりとりに

も関心を㧗める。 

 

 

 

〇 る人と㈙う人のやりと

りを通して、おᗑやさんࡈ

っこへの期ᚅを㧗める。 

┬・⪃ᐹ 

ண定では㟷ᯝᕷሙへ見Ꮫに行く計画だったが、࢘イルス感ᰁを⪃慮し、見Ꮫを中Ṇし、ฟ前ᤵ

ᴗとなる。 

年少児には少し㞴しい内容だったが、㔝⳯やᯝ物のᫎീにはとても興味を持っていた。年中児

は、たくさんの✀㢮の㔝⳯やᯝ物に関心を持ち、「食べてみたいとᛮった。」というኌも⪺かれ、

㔝⳯やᯝ物に対しての興味・関心が㧗まったようにᛮう。 
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実践ϭ�㸦２㸧                おᗑᒇさんࡈっこ�ᙜ日�      㸦令和 2年 �月 �� 日㸧 

対㇟児 
年中組㸦�� ྡ㸧 

年少組㸦55 ྡ㸧 計 �0� ྡ 
 らいࡡ

〇 本物ྠ様にసられた食ᮦや食べ物にゐれ、食への

関心を㧗める。 

〇 りᡭ、㈙いᡭになりきり、ࡈっこ㐟びを通して

喜びや達成感を味わう。 

幼児の実態 

〇 生活の中で見ている食べ物を、身の࿘りにあるᗫᮦをって工夫しながらసる。㸦年中児㸧 

〇 保育者や友達と関わりながら、ࡈっこ㐟びを楽しむ。㸦年少児㸧 

〇 異年㱋児と活ືすることでᩍえたり、┿ఝしたりする経験を増やし、れや自信につなࡆることが

できる。㸦年中・少児㸧 

活ືのὶれ 幼児の活ື・発ゝ 保育者のຓ 

〇 おᗑᒇさんࡈっこのㄝ

᫂ 

 

 

 

 

 

 

〇 おᗑᒇさんࡈっこスタ

ーࢺ 

㸦前༙ࢳー࣒㸧 

㸦年中組㸧 

もも組  ͐ඵⓒᒇ 

/LN\ 組  ࢙͐ࣇ࢝ 

㸦年少組㸧 

すみれ組  ͐ᯝ物ᒇ 

&KHUU\ 組͐ࣇスࣇࢺーࢻ 

      たこやきᒇ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 ᚋ༙ࢳー࣒と代す

る。 

 

 

〇 活ືのり㏉りをす

る。 

〇 ྛࣛࢡスࡈとにそれࡒれのおᗑの前に集まり

保育者のヰを⪺く。 

〇 おᗑの⤂を⪺きながら、どんなおᗑがあるの

か、見Ꮫをする。 

「おいしそうな食べ物がたくさんある。」 

「これ㈙いたいな。」 

〇 おᗑᒇさんࡈっこのお⣙᮰をする。 

 

〇 前༙ࢳー࣒㸦㉥のシール㸧はᗑ員さんになりᚋ

、㸦その他のシール㸧はおᐈさんになり࣒ーࢳ༙

おᗑᒇさんࡈっこを楽しむ。 

「いらっしゃいませ。どれにしますか㸽」 

「〇〇をください。」 

 「。のお㔮りになりますۑۑ」

「ありがとうࡊࡈいました。また来て下さいࡡ。」

〇 㣧食ࣈースで㈙ったရ物をᗈࡆ、友達ྠኈで見

せྜったり、食べたり㣧んだりする。 

「これおいしいࡡ。」 

「本ᙜに食べたくなっちゃうࡡ。」 

「ḟはどこのおᗑに行こうか。」 

 

 

 

 

 

 

 

〇 ᗑ員さんᙺとおᐈさんᙺを代し、前༙ྠ様お

ᗑᒇさんࡈっこを楽しむ。 

 

 

〇 り上ࡆたお㔠を分け、給ᩱとして持ちᖐる。

 

〇 それࡒれのおᗑにはどんな食

べ物がっているのか、一緒に

見て࿘り、おᗑᒇさんࡈっこへ

の期ᚅを㧗める。 

〇 この食べ物にはどんな食ᮦが

ධっているか、この㔝⳯やᯝ物

でどんな࣓ニューがసれるかな

どヰをしながら見Ꮫすること

で、食への興味・関心を㧗めら

れるようにする。 

 

〇 保育者も一緒にᗑ員さんやお

ᐈさんになりきり、楽しさを共

感する。 

〇 お㔠やᩘにも興味が持てるよ

う、ኌけを工夫する。 

〇 ရ物を見て、「すࡈい㸟本物み

たい㸟」と大ࡆさに〔めること

で、సった子どもたちが喜びや

‶㊊感を味わえるようにする。

〇 㣧食ࣈースで保育者も一緒に

㣧食を楽しみ、食感や味覚、Ⴅ

覚にも興味を持てるようなኌ

けをする。 

〇 子どもྠኈの関りが深まるよ

う見Ᏺり、なかなか㈙うことが

できない幼児など、必要にᛂじ

てຓをする。 

〇 活ືのり㏉りをし、日の

り上ࡆを給ᩱとしてΏすこと

で、‶㊊感や達成感を味わうこ

とができるようにする。 

┬・⪃ᐹ 

〇 様々なရ物にゐれて、興味を持ちながら、ពḧ的にཧ加することができた。 

〇 自分たちがసったရ物を㈙ってもらえた‶㊊感やみんなで協力してసった達成感を味わうことが

できた。 

〇 給食には子どもたちྠኈで㔝⳯についてヰをするጼもみられ、㔝⳯やᯝ物に対して、興味・関心

が㧗まったようにᛮう。 
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実践Ϯ                㔝⳯のⱑ᳜え            㸦令和 2 年 � 月 �� 日㸧 

㸦ࢸーマ㸧 みんなで力をྜわせて、㔝⳯のⱑを᳜え育てる 

対㇟児 
年㛗児㸲㸷ྡ 

年中児㸳㸵ྡ 計１㸮６ྡ 
らいࡡ

〇 㔝⳯の世ヰを通して、㔝⳯に興味・関心を持ち、

収✭の喜びを味わう。 

〇 命を感じたり、命を大切にする心を㣴う。 

幼児の実態 

〇 ⱑが㔝⳯の形へと生㛗することを知らない。㸦年中児㸧 

〇 ⱑをᅵに᳜え、生㛗することを楽しみにしている。㸦年中・㛗児㸧 

〇 どんな世ヰをすればいいか、子どもたちྠኈでヰをしているጼが見られる。㸦年中・㛗

児㸧 

活ືのὶれ 幼児の活ື・発ゝ 保育者のຓ 

〇 ࣛࣉンターに▼、

ᅵをධれる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 ⱑを᳜える。 

ࢺマࢺ 

きࡹうり 

なす 

ࣆーマン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 Ỉやりをする。 

 

〇 ࣛࣉンターのᗏが㞃れる⛬度に▼をධれる。

〇 ᅵをධれる。 

「楽しい㸟」 

「おうちでしたことがある㸟」 

 

 

 

 

 

 

 

〇 保育者が持っているⱑの様子を見て、気付い

たことや、ᛮったことを伝えྜう。 

「ⴥっࡥ㸽」 

「これがお㔝⳯になるんだ。」 

「ゐってみたい。」 

「ྍ愛いࡡ。」 

「はやく大きくならないかな࠵。」 

「大きくな㹼れ㸟大きくな㹼れ㸟」 

「やさしくゐるんだよ㸟」 

 

 

 

 

 

 

 

〇 どんな生㛗、変化があるかほᐹする。 

〇 じࡻうࢁにỈをくみ、㡰␒にỈやりをする。

「全↛大きくならないࡡ。」 

「はやく食べたい㸟」 

「ⴥっࡥがࡩえているよ。」 

 

〇 㥆ᰁみのある㔝⳯のⱑを

⏝ពし、ⱑに興味・関心が㧗

まるようにする。 

〇 ⱑを見せ、「どんなⰍ㸽」

「形はどう㸽」「ໝいはする

かな㸽」などと㔝⳯のⱑを

᳜えてみたい気持ちや育て

てみたい気持ちになるよう

なຓを行う。 

〇 視覚、ゐ覚、Ⴅ覚などで感

じたこと、ᛮったことを自

⏤に発ゝできるようಁしな

がらほᐹする力を㣴う。 

〇 㔝⳯に愛╔を持ち、命を

感じたり、大切に育てるこ

とができるように世ヰをす

るᙺをỴめ、栽培する楽

しさを味わえるようにす

る。 

 

 

 

〇 Ỉやりをᛀれるとどうな

るかၥいけ世ヰをするこ

との大切さに気付くような

ኌけをする。 

〇 ᳜物と関わることで、生

㛗の変化に気付いた幼児の

ጼをᤊえ、その気付きに共

感し、他児にも伝えていく。

 

┬・⪃ᐹ 

ⱑ᳜えをしたことのない幼児にとっては特ูな体験となり、いつも食べている㔝⳯をより

身㏆に感じることができた。 

㔝⳯の特ᚩや変化に気付くことで㔝⳯への興味・関心や食べることへのពḧを㧗めること

ができた。 
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㸳 まとめ 

 本園は開園௨来食育に力をධれてきたが、ᨵめて「子どもの健康な心と身体を育む食育を⪃える」

という研究の視点から実践したとこࢁ、大切な点と、᭦に研究を深めなければいけない点が見えて

きた。 

 年度は、まで行ってきた保育を食育のほ点から見┤し、ྛ Ꮫ年ࡈとの年間食育計画を立てた。

、実践の㏵中ではあるが、┬を踏まえながら᭦にᨵၿし、実したものにしたい。 

 ᅇは、食への興味、関心を深められるよう、環境や㐟びの工夫ということでおᗑᒇさんࡈっこ

に╔目し、食育をࢸーマとして㔝⳯やᯝ物を取りධれてみた。 

 おᗑᒇさんࡈっこを前に、実㝿に㟷ᯝᕷሙの様子も見Ꮫできたら子どもたちのពḧにもつながる

と見Ꮫを計画したが、年はコࣟナ࢘ルス感ᰁ㜵ṆのⅭ、┤前に中Ṇとなる。しかし、㟷ᯝᕷሙ

の᪉が園にฟ前ᤵᴗにฟ向いて下さり、Ⰻい体験となった。来年は、ࡦࡐ見Ꮫを計画したい。 

 㔝⳯のⱑ᳜えも年ึめて取り組み、年㛗、年中組で育てている。Ỉやりをしてᘬき⥆き、㔝⳯

の生㛗の様子をほᐹし、収✭の喜びを味わわせたい。 

 ᪩㏿、６月上᪪にきࡹうりやࢺマࢺの収✭をし、実㝿にヨ食した。ⱞᡭな子どもたちも自分たち

で育てた㔝⳯をおいしいと食べていた。㈗重な体験となる。ᘬき⥆き他の㔝⳯の生㛗もほᐹする。 

 このように、子どもたちが食に興味を持ち喜んで食するためには、保育者自身が食に興味を持ち、

ᩍᮦ研究をし、子どもたちにいࢁいࢁな経験をさせることが大切であることを実感した。 

 また、ධ園・進⣭に行った食事状ἣㄪᰝでᮅ食を食べない子や、１間௨上かけてኤ食を食べ

る子が何人かいるため、このような状ἣを踏まえ、家庭と連携を取りながら、食事の望ましい習慣、

ጼໃ、೫食の▹ṇ、⠂のい᪉等、食への情報を収集し、成㛗期にある幼児の心身の健全な発達の

ために食育ᩍ育を進めていきたい。 

 

６ ᚋの課題 

〇 年間食育計画を実践し、┬をもとに᭦にᨵၿし、実したものにする。 

〇 食育ᩍᮦを工夫し、楽しんで食への興味、関心が深められるようにする。 

〇 ࣞルࢠー対⟇等も研修をし、力をධれる。 

〇 「幼児期の⤊わりまでに育ってしいጼ」を踏まえて「健康な心と身体」のᩍ育内容の実をᅗ

っていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


